
不正アクセスをした若者の実態は？

不正アクセスの犯行手口は？

小・中学生時など早い段階から

インターネットを正しく安全に使うための教育が重要！

不正アクセス行為者の多くは10代～20代の若者!

令和５年の不正アクセス禁止法違反事件

行為者のうち、10代～20代が68％
を占める。

※不正アクセスとは･･･

他人のＩＤやパスワードを使用してサービスを

悪用したり、不正にコンピュータに侵入する行為。

保護者の皆様へ

北海道警察サイバーセキュリティ対策本部

行為者の職業別で見ると、10代では高校生、
２０代では会社員・無職が多い。

不正アクセス禁止法違反被疑者の年齢構成

〔参照元〕不正アクセス行為の禁止等に関する法律第10条第１項に基づく「不正アクセス行為
の発生状況及びアクセス制御機能に関する技術の研究開発の状況」をもとに作成

不正アクセス禁止法違反被疑者（10～20代）における犯行手口及び犯行サービス

10代～20代の手口は、「パスワードの設定・管理の甘さにつけ込ん
で入手」が約55％を占める。

10代～20代の不正利用されたサービスは、「コミュニティサイト
（ＳＮＳ）」が60％を超える。

ＳＮＳを利用する際には、簡単なパスワードを設定したり、友人
などにパスワードを教えないように指導することが必要！


